Ⅰ型介護医療院サービス運営規程
介護医療院 竹田病院

介護医療院 竹田病院のⅠ型介護医療院サービスに関する運営規程

（施設の目的）

第１条　社団医療法人が開設する介護医療院 竹田病院（以下「医療院」という。）が行う     Ⅰ型介護医療院サービスの事業（以下「事業」という。）の適正な運営を確保するために人員及び管理運営に関する事項を定め、医療院の医師、薬剤師、栄養士、看護職員、介護職員、理学療法士又は作業療法士及び介護支援専門員その他の職員（以下「従業者」という。）が、要介護状態にある高齢者に対し、適正なⅠ型介護医療院サービスを提供することを目的とする。

（運営の方針）

第2条 医療院は、長期にわたり療養が必要である者に対し、施設サービス計画に基づいて、療養上の管理、看護、医学的管理の下における介護及び機能訓練その他必要な医療並びに日常生活上の世話を行うことにより、その者がその有する能力に応じ自立した日常生活を営むことができるようにするものでなければならない。

　２　医療院は、入所者の意思及び人格を尊重し、常に入所者の立場に立ってⅠ型介護医療院サービスの提供に努めなければならない。

　３　医療院は、明るく家庭的な雰囲気を有し、地域や家庭との結び付きを重視した運営を行い、市町村、居宅介護支援事業者、居宅サービス事業者、他の介護保険施設その他の保健医療サービス又は福祉サービスを提供する者との密接な連携に努めなければならない。

（施設の名称等）　

第3条 Ⅰ型介護医療院サービスの提供を行う医療院の名称及び所在地は、次のとおりと

　　する。

　　（１）名　称　　介護医療院 竹田病院

　　（２）所在地　　函館市元町２９番２１号

（従業者の職種、員数、及び職務内容）

第4条 医療院に勤務するⅠ型介護医療院サービスの提供にあたる従業者の職種、員数、

　　及び職務内容は次のとおりとする。

　　（１）医　師　　２名（含管理者）　

　　　　　医師は、入所者の病状に応じて妥当適切に診療を行うものとする。
　　（２）薬剤師　　１名

　　　　　薬剤師は、施薬、処方及び服薬指導を行う。

　　（３）管理栄養士　１名

　　　　　管理栄養士は、必要な栄養管理を行う。

　　（４）看護職員　１７名（看護師７名、准看護師１０名）
　　　　　看護職員は、看護の提供に当たる。

　　（５）介護職員　１４名

　　　　　介護職員は、介護の提供に当たる。

　　（６）介護支援専門員　１名（専従）及び１名（兼務）
　　　　　介護支援専門員は、入所者及びその家族の希望、医師の治療方針等に基づき、

　　　　　他の従業者と協議の上、施設サービス計画を作成する。　　　　　　

　　（７）事務職員　２名　

　　　　　介護報酬に関する事務など必要な事務を行う。

（入所者の定員）

第5条 医療院のⅠ型介護医療院サービスを提供する療養室の入所者の定員は、次のとお
りとする。

　　　　定員　　６０人

（Ⅰ型介護医療院サービスの内容）

第6条 Ⅰ型介護医療院サービスの内容は、次のとおりとする。

（1） 療養上の管理

（2） 看護

（3） 医学的管理下の介護

（4） 機能訓練その他必要な医療
（5） 日常生活上の世話

（利用料等）

第7条 医療院がⅠ型介護医療院サービスを提供した場合の利用料の額は、厚生労働大臣
　　が定める基準によるものとし、当該Ⅰ型介護医療院サービスが法定代理受領サービスであるときは、次の各号の合計額とする。
なお、Ⅰ型介護医療院サービスの提供について厚生労働大臣が定めた額の１割、一定以上の所得のある方は２割又３割となる。

（1） 介護職員処遇改善加算Ⅲ（１．０％相当）
（2） 介護職員等特定処遇改善加算Ⅱ（１．１％相当）

（3） 口腔衛生管理加算（１,１００円／月）
（4） 科学的介護推進体制加算（６００円／月）
（5） 緊急時施設診療費（５,１８０円／１日）　連続する３日限度（月に１回）
対象となる入所者
　ａ．意識障害又は昏睡
　ｂ．急性呼吸不全又は慢性呼吸不全の急性増悪
　ｃ．急性心不全（心筋梗塞を含む）
　ｄ．ショック
　ｅ．重篤な代謝障害
　ｆ．その他薬物中毒等で重篤なもの

２　前項のほか、次の号に掲げる費用の額の支払を利用者から徴収する。

（1） 厚生労働大臣が示した居住費（光熱水費相当）

（2） 食事の提供について厚生労働大臣が示した基準費用額（食材料費＋調理費）

【負担限度額・基準費用額】
	区　　　　分
	負　　担　　限　　度　　額
	基準費用額

	
	第１段階
	第２段階
	第３段階
	

	居住費（多床室）
	０円／日
	３７０円／日
	３７０円／日
	３７７円／日

	食費
	３００円／日
	３９０円／日
	①６５０円／日

	１,４４５円／日

	
	
	
	②１,３６０円／日

	


（3） 前各号に掲げるもののほか、Ⅰ型介護医療院サービスにおいて提供される便宜のうち、日常生活においても通常必要となるものに係る費用であって、その入所者に負担させることが適当と認められる費用。
３　前項の費用の支払を受ける場合には、入所者又はその家族に対して事前に文書で説明した上で、支払に同意する旨の文書に署名（記名押印）を受けることとする。

（施設の利用にあたっての留意事項）

第８条　Ⅰ型介護医療院サービスの提供の開始に際し、あらかじめ、利用申込者又はその家族に対し、医療院の運営規程の概要、Ⅰ型介護医療院サービス事業従業者の勤務の体制その他の利用申込者のサービスの選択に資すると認められる重要事項を記した文書を交付して説明を行い、サービスの内容等について利用申込者の同意を得るものとする。

（非常災害対策）

第9条 　非常災害時に適切に対応するため、非常災害に関する具体的計画をたてるととも

に、非常災害に備えるため、定期的に避難、救出その他必要な訓練に努めるものとする。

（その他運営についての留意事項）

第１０条　Ⅰ型介護医療院サービスを提供する医療院は、従業者の資質の向上を図るための研修の機会を設けるものとする。

２　従業者は、業務上知り得た利用者又はその家族の秘密を保持する。

３　従業者であった者に、業務上知り得た利用者又はその家族の秘密を保持させるため、

従業者でなくなった後においてもこれらの秘密を保持するべき旨を、従業者との雇用契

約の内容とする。
４　医師の宿直はありません。ただしオンコール体制をとっており入所者の病状の変化により当院を含め、速やかな対応を行う。
５　この規程に定める事項の外、運営に関する重要事項は、社団医療法人と医療院の管理者との協議に基づいて定めるものとする。

　附則

この規程は、平成３１年４月１日から施行する。
この規程は、令和元年１０月１日から施行する。
この規程は、令和３年４月１日から施行する。
この規程は、令和３年８月１日から施行する。
